
野菜産地の上襲実態と土壌管理
―レタス産地事例について一

(農試 環 境部)

1.背 景とね らい

近年、伸張の著しい野菜産地において、産地形成とともに、連作、肥料 ・資材の画一的

施用、有機物の過剰施用等による土壌養分の過剰替嶺 ・アンバランス化が進んでいる実態

が各種の調査結果から明らかにされてきている。。

今回、露地野菜としてレタス産地 (一戸町)を 対象に調査した結果、土壌環境に大きな

影響を及ぼす硝酸態窒素を始めとする養分の集積現象が認め られるなどの知見を得た。こ

れらの結果は、レタス産地における今後の上壌管理や障害発生防止対策検討の参考になる

と考えられるので、指導上の参考に供したい。

2.技 術内容

(1)土 駅管理実態と土壌義分実態

ア.土 壌管理実態

調査は、農家聞き取 りによる。調査農家は12戸 である。

項  目 調 :  結   果

施肥量

窒 目降タケ16.3kg/10a

リン酸 玉降ン,21.2kg/10a

カ  リ 司二'旬15.5kE/10a

土壌改

良資材

酸

材
ンり

資

施用状況 11戸 で施用

種類 ヨウリン (7戸 )、 ダブリン (4戸 )

施用量 リン酸成分で 平 均23.lk宮/10a

灰

材

石

資

施用状況

種類

施用量

6戸 で施用

炭カル (5戸 )、 てんろ石灰 (1戸 )
アルカリ成分で 平 均63.8k宮/10a

有機物
施用状況、種類、施用量とも農家、年次、圃場により異なるが、
生に近い牛届肥を5～ 7t/10a、 秋に施用する例が最も多い。

イ.土 壌義分実態

項  目
日
町 果結査

P H

○ 跡 地上報は、高pHの ところが多 く、約半数が6.5を 越えてい

る。

O 生 育翔l間中は、硝酸の影響により、 PHが 下がり5,5～6.5を示

す。

置換性

塩基
〇 や や富化傾向にあり、高pHの 原因となつている。

有効態
リン酸

〇 全 般に40ng以下であるが、一部に高い圃場もみられる。

硝政態

窒素

〇 発 現量が多 く、収構期においても25mg(生 育期配」の上限fld)を

越す例がみられる。

○ 硝 酸態窒素の集積は、有機物の多投、鶏糞の施用、排水不良な

どが原因と考えられる。
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レタス産地土壌の管理対策

土家管理基準

イ.有 機物施用

ア)完 熱有機物を施用する。

イ)施 用量は2～3t/10a、連年施用とする。施用量は牛賊肥を基準とする。

ウ)鶏 糞を施用する圃場では、養分過剰がみられるため、施用にあたつては、特

に留意する必要がある。

ウ.硝 酸態窒素集積および排水対策

ア)硝 酸態窒素の集積は、斜面下部や排水不良力所に多くみられるため、サブソ

イラーによる固場内停滞水の排除、明渠などによる斜面下部の停滞水の圃場外

への排除等の排水対策を行う。

イ)硝 酸の蓄積が頭著な場合 (収穫期に10m富以上)は 、有機物、特に来熱有機物

や鶏糞施用を控えるか、硝酸集積の程度や圃場の上壌の管理状況に応じて奎素

施肥量を検討する。

3.指 導上の留意事項

(1と客努鞄只豊堺登努盆r官格蕊!こ烹|:雰域)誓壕孝紀を吾養安室1霞東磐鞍密撰姓

(2モ曇啓野霊秀蜜緊羅盆堅奮是払計(褐畳看督尋岳岳母言岳号l告稔母岳暑』品を告(3と
嵩喬盤書腎晶笹r換務ぁ転女塗讐総:画一的施用は避け、土壌診断に基づいて行

うこと。

(4)土 壌PHは 、硝酸などの影響を受けるので、石灰資材の投入は、石灰飽和度を基

準に行うこと。

r各種有機物の特性とその投入量計算方法」

(昭和60年度 県 北分場)

(2)指 導上の参考事項 r土壌中硝酸態室素の簡易分析による野菜の室素施w量 決定法」

(昭和61年度 園 試環境部)

(3)指 導上の参考事項 「レタス及びダイヨンの上壌中の有効リン酸量とリン酸施肥J

(昭和62年度 園 試環境部)

4.参 考資料

(1)指 導上の参考事項

CECが、25me以上の場合は下限値を、

15me以下の場合は上限値を基準とする。
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